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町
税
収
納
実
績
に
つ
い
て

は
こ
こ
数
年
の
改
善
向
上
目

覚
ま
し
く
、
収
納
率
は
90
・

９%

と
な
っ
た
。
ま
た
、
不

納
欠
損
処
理
額
も
少
額
に
な

り
、
地
道
か
つ
継
続
的
な
管

理
回
収
努
力
の
成
果
と
認
め

ら
れ
る
。
負
担
の
公
平
性
及

び
根
幹
財
源
の
確
保
の
観
点

か
ら
引
続
き
手
を
緩
め
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
な
る
収
納
向

上
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
、

期
待
す
る
。

　

水
道
事
業
は
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し

て
行
く
た
め
に
は
収
支
バ
ラ

ン
ス
の
改
善
、
採
算
性
の
向

上
に
向
け
企
業
感
覚
を
も
っ

て
経
営
効
率
化
を
着
実
か
つ

段
階
的
に
実
行
し
、
同
時
に

利
用
者
に
も
現
状
に
対
す
る

理
解
と
相
応
の
負
担
を
求
め

る
た
め
に
積
極
的
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

　

菊
池
町
政
の
３
期
12
年
に

お
い
て
町
の
借
金
は
水
道
事

業
会
計
含
め
約
１
０
０
億
円

か
ら
92
億
円
と
約
１
割
減
っ

た
。
ま
た
、
町
の
貯
蓄
は
約

12
億
円
か
ら
29
億
円
と
約
2.4

倍
に
増
え
た
。
財
政
健
全
化

に
向
け
た
努
力
の
成
果
と
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
財
政
維
持
の
た
め

に
必
要
な
歳
入
を
い
か
い
に

自
力
で
増
や
せ
る
か
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
多
く
の

自
治
体
が
「
自
立
可
能
」
を

目
指
し
試
行
錯
誤
を
繰
返
し

て
い
る
と
お
り
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
ら
を
承
知
の
上
で
敢
え

て
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
で
あ
る
た
め
に
町
・
住

民
が
一
体
と
な
り
こ
の
課
題

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
新
町

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期

待
す
る
。

監査委員
の
意見

「
自
立
可
能
」を
目
指
し

施
策
の
推
進
を

本会議で決算審査報告を

する石川代表監査委員

地
道
な
徴
収
努
力
の
成
果

多
額
の
実
質
赤
字
打
破
を

財
政
健
全
化
努
力
を
評
価
、

新
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

２７年度決算

認定

一般会計決算の内訳

その他 2億1,945円 2.9％

支　出
（歳出）
71億7,321万円

消防費 2億1,672万円
3％

商工費 1億5686 万円 2.2％

議会費7,962万円 1.1％
（諸収入）

IP告知放送システム
機器更新費
1億5081万円など

地方交付税地方交付税
28億3,503万円28億3,503万円
37.5％37.5％

国庫・県支出金国庫・県支出金
17億4,928万円17億4,928万円
23.1％23.1％

町税町税
9億782万円9億782万円
12.0％12.0％

繰入金・繰越金
6億6,604万円
　 　8.8％

町民税・
固定資産
などの税金

国や県からの補助金 国から交付
されるお金 高齢者、障がい者

などに関するお金

農林業に
関するお金

借金返済

借金

依

存源

源

自
主

財

財

収　入
（歳入）
75億6,913万円

公債費公債費
6億3205万円6億3205万円
8.8％8.8％

土木費5億6,393万円
           7.9％

民生費民生費
10億2,440万円10億2,440万円
14.3％14.3％

教育費教育費
10億7,967万円10億7,967万円
15.1％15.1％

農林水産費農林水産費
13億4,437万円13億4,437万円
18.7％18.7％

衛生費衛生費
6億8,880万円6億8,880万円
9.6％9.6％

町営テニスコート改修
工事 3311万円など

地方交付税
28億3,503万円
37.5％

国庫・県支出金
17億4,928万円
23.1％

町債町債
7億9,300万円7億9,300万円
10.5％10.5％

町税
9億782万円
12.0％

交付金・譲与税交付金・譲与税
2億5,475万円 2億5,475万円 
3.3％3.3％

総務費総務費
12億7,775万円12億7,775万円
17.8％17.8％

労働費863万円 0.1％

災害復旧費 1億41万円 1.4％

使用料・手数料・分担金・負担金
1億76万円 1.4％

寄附金
2,382万円 0.3％

財産収入
1,918万円 0.3％

町債
7億9,300万円
10.5％

交付金・譲与税
2億5,475万円 
3.3％

公債費
6億3205万円
8.8％

民生費
10億2,440万円
14.3％

教育費
10億7,967万円
15.1％

農林水産費
13億4,437万円
18.7％

衛生費
6億8,880万円
9.6％

総務費
12億7,775万円
17.8％健診、予防接

種などに関す
るお金
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９月
定例会

９月定例会の
あらまし

　

９
月
定
例
会
は
９
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
１
・
２
日
目
に
、平
成
27
年
度
繰
越
明
許
費
報
告
の
後
、条
例
３
件
、

工
事
請
負
契
約
締
結
１
件
、
権
利
の
放
棄
１
件
、
平
成
28
年
度
会
計
補

正
予
算
６
件
、
平
成
28
年
度
会
計
決
算
認
定
８
件
を
一
択
上
程
し
、
決

算
認
定
を
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
３
・
４
日
目
に
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
町
長
公
約
な

ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
４
日
目
に
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
教
育
長
の
任
命
、
監
査
委
員
の
選
任
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、
を
含
め
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

町税収納率前年度町税収納率前年度を上回る上回る
90.9％
町税収納率前年度町税収納率前年度を上回る上回る町税収納率前年度を上回る

収入未済額いっそうの縮減を！

　
　

収
入
の
根
幹
で
あ
る
町

　
　

税
は
９
億
７
８
０
万
円

で
前
年
度
を
２
，
５
９
０
万

円
上
回
っ
た
。
こ
れ
で
町
税

収
入
は
５
年
連
続
増
加
し

た
。
ま
た
、
収
納
率
も
１
・

84
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
90
・

９
％
と
な
っ
た
。
滞
納
者
対

応
の
厳
格
化
、
徴
収
嘱
託
員

の
設
置
な
ど
滞
納
対
策
の
強

化
が
数
字
に
な
っ
て
表
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
（
滞

納
に
よ
る
も
の
、
水
道
会
計

を
除
く
）
も
前
年
度
に
比
べ

２
，
８
２
０
万
円
減
少
し
、

３
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
額
は
町

税
９
，
０
１
０
万
円
、
国

民
健
康
保
険
税
１
億
１
，

０
４
０
万
円
、
公
共
下
水
受

益
者
分
担
金
１
，
４
８
０
万

円
な
ど
２
億
２
，
５
９
０
万

円
に
上
る
。
一
層
の
徴
収
努

力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
不
納
欠
損
額
は

３
９
９
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
６
２
８
万
円
減
少
し
た
。

　

収
入
未
済
額

　

自
治
体
が
歳
入
を
徴
収
し
よ

う
と
す
る
際
に
、
調
定
（
予
定

さ
れ
る
収
入
金
額
を
決
定
す
る

行
為
）
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
納
閉
鎖
日
の
５
月
末

日
ま
で
に
収
納
さ
れ
な
か
っ
た

金
額
を
歳
入
歳
出
決
算
上
、
収

入
未
済
額
と
い
う
。
こ
の
収
入

未
済
額
は
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
、
引
き
続
き
督
促
等
を
行
い

徴
収
に
努
め
る
こ
と
と
な
る
。

？
　

不
納
欠
損
額

　

収
入
未
済
額
の
う
ち
将
来
に

わ
た
り
納
入
さ
れ
る
見
込
み
が

な
い
も
の
や
一
定
期
間
を
経
過

し
た
も
の
な
ど
、
支
払
義
務
が

消
滅
し
た
も
の
。

？

80.0
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23 24 25 26 27
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こんなにある…

（百万円） （%）
さらなる縮減を求める収入未済額

町町

税金は、塙町役場、金融機関、コンビニエンスストア等で納付でき、町民一人一人の納税が収納率向上に繋がる
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財政健全化比率
( 単位：％ )

健全化判断比率 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― ― ― ― 15
連結実質赤字比率 ― ― ― ― 20
　実質公債費比率 9.2 8.6 8.1 7.5 25
　 将 来 負 担 比 率 41.5 16.9 22.9 19.7 350 

※比率欄の「－」は実質赤字額、連結実質赤字額がないため該当しないことを表す。

　
　

成
27
年
度
の
町
の
借

　
　

金
で
あ
る
町
債
は
、

８
億
２
，
６
０
０
万
円
で

前
年
度
を
３
，
４
２
０
万

円
上
回
っ
た
。

　

ま
た
、
町
債
残
高
も

91
億
５
，
６
０
５
万
円
に

の
ぼ
り
前
年
度
よ
り
２
，

９
６
５
万
円
増
加
し
た
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
整
備
や
中
学
校

建
設
な
ど
の
大
型
事
業
の

た
め
増
大
し
た
借
金
残
高

が
い
っ
た
ん
減
少
し
た
も

の
の
、
道
路
整
備
や
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど

で
平
成
26
年
を
境
に
増
加

に
転
じ
て
い
る
。

　
　

債
は
、
国
の
財
政
対

　
　

策
な
ど
に
よ
る
も
の

を
除
き
道
路
、
学
校
等
の

公
共
施
設
の
整
備
や
災
害

復
旧
事
業
、
ま
た
上
下
水

道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業

の
た
め
の
経
費
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。

特集
その１

増
え
る
町
債（
借
入
金
）残
高

財
政
は
健
全
な
の
に
な
ぜ
借
金
？

　地方公共団体は、道路、公園、学校等の公共施設の整備を行っているが、これらの公共施設は、将来にわたっ
て何世代もの人が利用することができる。地方債という制度がなければ、整備したときの住民の負担（税金など）
となり、税金等で負担した世代とその公共施設を利用した世代間の不公平が生じてしまう。そこで、公共施設整
備を地方債で行うことにより、それを利用する将来の住民に地方債の元

※1
利償還金という形で負担してもらい、世

代間の負担の公平を調整するという役割を果たすものである。

※１　元利償還金　地方債の返済のための、借りたお金（元金）と、それに対する利子を支払う金額のこと。

　災害復旧や大規模建設事業など、一時的に多額の経費が必要になった場合に、地方債により資金を調達、事業
をスムーズにすすめていくことができる。また、地方債という元利償還金という形で、後年度にその経費の支払
いを平準化することができる。

２、財政支出と財政収入の年度間調整

　
　

債
残
高
は
増
加
し
て

　
　

い
る
が
財
政
の
健
全

化
を
判
断
す
る
数
値
は
い

ず
れ
も
低
下
し
て
お
り
こ

の
指
標
か
ら
は
町
の
財
政

は
健
全
と
言
え
る
。

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
定
め
ら
れ
、
平
成

20
年
度
（
平
成
19
年
度
決

算
）
か
ら
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
４
つ
の

指
標
の
い
ず
れ
か
が
早
期

健
全
化
基
準
以
上
と
な
る

と
、
早
期
健
全
化
団
体
と

し
て
財
政
健
全
化
の
た
め

の
是
正
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
こ
れ
ら
指
標

は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
大

幅
に
下
回
っ
て
お
り
財
政

は
健
全
で
あ
る
。

9,000

9,050

9,100

9,150

9,200

9,250

9,300

23 24 25 26 27

百百

平成 年より増加する町債残高（上水道

事業含む）事業含む）

町債残高

？

？

例　仮に、1000 万円を 10 年返済（利率
年 2％）で借り入れたときの返済額は年
111 万円となるが、その 7割相当が交付税
措置の場合は、78 万円が交付税措置され
残り 33万が実質負担となる。

※地方債　地方公共団体が行う借入れのこと。町の場合は町債という。
限
定
さ
れ
る
事
業

地方債の役割

１、町民負担の世代間公平のための調整

〈地方債を活用しなかった場合〉

〈地方債を活用した場合〉

建設費用

建設効果

建設のために借りたお金を長期間にわたって返済することで、建設費用を
分担する。

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

建設費用

建設効果

Ｈ27だけで建設費を負担する。

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 ……

……

平平

町町

町債（上水道事業含む）残高

23 24 25 26

9,300

9,250

9,200

9,150

9,100

9,050

9,000

町債残高

27年度

指
標
は
健
全

町町

　
　

　
　

債
（
借
金
）
は
財
政

　
　

運
営
上
有
効
な
手
段

で
あ
る
。
次
ペ
ー
ジ
に
示

す
よ
う
に
施
設
建
設
費
用

は
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用

す
る
人
た
ち
も
負
担
す
る

の
が
公
平
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
借
金
の
返

済
と
い
う
形
で
、
後
年
度

に
施
設
建
設
費
用
を
負
担

す
る
町
債
の
制
度
は
合
理

的
し
く
み
な
の
で
あ
る
。

　
　

か
し
人
口
が
減
少
す

　
　

る
と
借
金
返
済
者
も

適
正
な
町
債
発
行

町債を発行して建てられた給食センター。これから先何十年も利用され続けます。

　

実
質
公
債
費
比
率

　

地
方
税
、
普
通
交
付
税
の

よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

公
債
費
や
公
営
企
業
に
対
す

る
繰
出
金
な
ど
（
普
通
交
付

税
が
措
置
さ
れ
た
も
の
を
除

く
）
に
充
当
さ
れ
た
も
の
の

占
め
る
割
合
。

　

将
来
負
担
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団
体
の
財

政
規
模
に
対
し
て
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
比

率
。
借
金
の
返
済
能
力
を
示

す
指
標
。

？？減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、

ひ
と
り
あ
た
り
負
担
が
増

加
し
、
財
政
運
営
が
厳
し

く
な
る
。

　

そ
こ
で
町
は
、
国
の
制

度
を
活
用
し
借
金
返
済
時

に
地
方
交
付
税
と
い
う
形

で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
借
り
入
れ
を
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
前
述
の
と

お
り
、
平
成
27
年
度
末

借
金
の
残
高
は
91
億
５
，

６
０
５
万
円
で
あ
る
が
そ

の
約
７
割
は
交
付
税
措
置

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
返
済
額
が
事
実

上
緩
和
さ
れ
財
政
指
標
は

健
全
な
数
値
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

町町７
割
が
交
付
税
措
置

しし

国 地方自治体 借入先
銀行など

交付税措置 実質負担
33万円

111万円78万円
税

平成24年度にピークとなった町債残高今年度再び上昇に転じた

（百万円）



◎
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

旧
湯
岐
山
荘
の
温
泉
使

用
料
26
万
８
８
０
０
円

は
、
一
定
期
間
経
過
し
納

入
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い

こ
と
か
ら
、
徴
収
権
の
放

棄
を
議
決
し
た
。

　

現
在
所
有
者
が
変
わ
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
固
定

資
産
税
は
売
却
し
た
相
手

が
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
所
有
者
は
変
わ
っ

て
お
り
、
固
定
資
産
税
の

滞
納
は
な
い
。

◎
平
成
28
年
度
塙
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

６
億
５
２
６
０
万
８
０

０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
額
を
71
億
４
７　

万
９
０
０
０
円
と
す
る
。

第
３
分
団
第
２
班
屯
所
新

築
工
事
の
増
、
板
庭
田
野

作
湯
舟
線
改
良
工
事
の
減
、

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
上
屋
改
修

工
事
設
計
業
務
委
託
の
減

な
ど
。

　

予
算
現
額
の
理
由
は
。

　

道
路
関
係
予
算
は
要
望

ど
お
り
補
助
金
が
つ
か
な

か
っ
た
。
国
は
新
た
な
道

路
や
橋
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
今
ま
で
あ
る
も
の

の
点
検
や
補
修
に
重
点
的

に
配
分
す
る
傾
向
に
あ

る
。
要
望
ど
お
り
に
な
っ

て
い
な
い
の
は
塙
町
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
検
討

の
結
果
、
現
有
施
設
を
補

修
し
な
が
ら
使
っ
て
い
く

と
い
う
結
論
に
達
し
た
た

め
、減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
誘
客
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と

い
う
が
。

　

東
北
地
方
の
観
光
復
興

の
た
め
の
補
助
金
で
、
外

国
人
向
け
に
観
光
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
外
国
人
向
け

に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

◎
平
成
28
年
度
塙
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

経
営
戦
略
策
定
業
務
委

託
料
は
、
ど
う
い
う
も
の

で
ど
こ
へ
委
託
す
る
の
か

　
　

国
は
平
成
29
年
度
か

ら
、
こ
の
経
営
戦
略
を
策

定
し
て
い
な
い
市
町
村
に

は
、
地
方
交
付
税
措
置
の

一
部
を
行
わ
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
今
後
10

年
間
、
水
道
、
下
水
道
事

業
を
健
全
な
事
業
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
よ
う
、
計

画
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
す
る
予
定
だ
が
、

職
員
も
関
わ
っ
て
作
成
し

て
い
き
た
い
。

予算を減額した主な事業

町道維持工事 　△6800万円

川上東河内線・中平和久線測量設計業務 △5220万円

板庭田野作湯舟線改良工事 △1億4200万円

下植田橋修繕工事 △2832万円

B＆Gプール上屋改修工事設計業務委託 △1150万円

人事
教
育
長
任
命
に
同
意

教
育
長
に
秦
公
男
氏

権
利
の
放
棄

補
正
予
算

秦　公 男氏（本町）

・
平
成
19
年
４
月

　
　

常
豊
小
学
校
校
長

・
平
成
21
年
４
月

　
　

県
教
育
庁
県
南
教
育
事
務
所
勤
務

・
平
成
26
年
４
月

　
　

郡
山
自
然
の
家
所
長

・
平
成
28
年
４
月

　
　

塙
小
学
校
校
長

・
平
成
28
年
９
月

　
　

退
職

８
３

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

　
　

新
を
し
た
と
い
う

が
、
暗
い
感
じ
が
す
る
。

町
の
顔
で
あ
る
。
改
善
の

余
地
が
多
い
。
地
域
行
事

な
ど
も
積
極
的
に
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

毎
月
４
万
件
以
上
の

　
　

ア
ク
セ
ス
が
あ
る
。

全
職
員
が
更
新
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

固
い
雰
囲
気
と
な
っ
て
い

る
の
で
改
善
し
た
い
。
年

間
行
事
も
随
時
掲
載
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　

全
体
的
に
徴
収
率
は

　
　

上
が
っ
て
い
る
が
、

多
額
の
収
入
未
済
額
が
あ

り
、
費
目
に
よ
っ
て
は
増

加
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

　
　

滞
納
者
の
財
産
調
査

　
　

や
差
し
押
さ
え
な
ど

滞
納
整
理
を
進
め
る
。
Ｉ

Ｐ
告
知
等
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
電
話
料
と
合
わ
せ

て
引
き
落
と
し
し
て
い
る

が
、
電
話
料
そ
の
も
の
を

払
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
よ
う
だ
。
今
後

は
、
徴
収
体
制
を
強
化
し

た
い
。

　
　

の
び
の
び
教
室
な
ど

　
　

子
育
て
支
援
事
業
へ

の
参
加
者
が
少
な
い
。
改

善
策
は
。

　
　

年
平
均
で
１
事
業
の

　
　

参
加
者
は
親
子
６
組

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
公
民
館

や
図
書
館
を
利
用
し
て
い

る
が
ス
ペ
ー
ス
的
に
も
こ

の
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、

き
め
細
か
な
対
応
の
た
め

に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
参
加

者
数
で
あ
る
。
し
か
し
、

参
加
者
か
ら
は
も
っ
と
広

い
場
所
で
や
っ
て
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　
　

町
の
健
診
だ
け
で
な

　
　

く
各
会
社
で
行
っ
て

い
る
健
診
の
デ
ー
タ
を
一

元
化
し
て
健
康
行
政
の
基

礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ま
た
、

保
健
推
進
委
員
経
験
者
が

継
続
し
て
活
動
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

健
診
デ
ー
タ
の
一
元

　
　

化
は
町
行
政
の
範
囲

を
超
え
る
。
国
保
加
入
者

の
デ
ー
タ
を
基
に
健
康
政

策
に
取
り
組
む
。
保
健
推

進
員
の
任
期
は
３
年
で
あ

る
が
任
期
が
終
わ
っ
て
か

ら
も
地
域
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

道
の
駅
に
対
し
委
託

　
　

料
や
補
助
金
で
約
１

５
０
０
万
円
支
出
し
て
い

る
が
そ
の
効
果
は
。

　
　

道
の
駅
は
、
物
産
販

　
　

売
施
設
か
ら
体
験
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
も
取
り
入
れ

た
観
光
の
拠
点
と
し
て
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。ま
た
、

東
京
聖
栄
大
学
（
葛
飾

区
）
と
の
連
携
に
よ
り
新

商
品
を
開
発
し
販
売
し
て

い
る
。
さ
ら
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
東
京
都
内
に

設
け
物
産
販
売
の
ほ
か
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

産
品
開
発
と
し
て
焼

　
　

酎
造
り
を
進
め
て
い

る
が
説
明
が
さ
れ
て
い
な

い
。

　
　

旧
薩
摩
酒
造
塙
工
場

　
　

で
特
産
品
と
し
て
焼

酎
を
製
造
す
る
た
め
、
県

の
補
助
で
事
業
に
取
り

組
ん
だ
。
総
事
業
費
は

９
７
０
万
円
で
、
施
設
の

修
繕
に
７
５
２
万
円
、
焼

酎
製
造
に
向
け
た
調
査
業

務
委
託
に
２
１
８
万
円
か

か
っ
た
。
現
在
の
施
設
を

活
用
し
て
麦
を
原
料
に
製

造
す
る
の
が
よ
い
と
の
調

査
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　

滞
納
者
の
保
険
は
ど

　
　

の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

滞
納
の
程
度
に
応
じ

　
　

て
有
効
期
限
を
短
縮

し
た
保
険
証
の
発
行
、
又

は
、
本
人
が
い
っ
た
ん
全

額
医
療
費
を
支
払
っ
た
後

に
保
険
金
を
町
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
格
者

証
の
発
行
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。

　
　

川
上
地
区
の
加
入
者

　
　

が
４
件
し
か
な
い
。

な
ぜ
か
。

　
　

地
元
に
加
入
促
進
の

　
　

組
織
を
作
り
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
る
が
、
高

齢
者
世
帯
や
浄
化
槽
設
置

世
帯
の
加
入
が
進
ま
な

い
。ま
た
、加
入
に
あ
た
っ

て
工
事
費
が
多
額
に
な
る

な
ど
の
理
由
よ
り
加
入
を

た
め
ら
う
人
が
多
い
。

　
　

有
収
率
が
改
善
さ
れ

　
　

て
い
な
い
。

　
　

漏
水
対
策
は
実
施
し

　
　

て
い
る
が
、
い
た
ち

ご
っ
こ
の
感
が
あ
る
。
漏

水
は
、
大
型
車
の
通
行
増

な
ど
も
影
響
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
今
後
も
漏

水
対
策
を
進
め
る
。

問

答問答

塙町議会だより第 136 号　６７　塙町議会だより第 136 号

決算審議
　

今
年
度
新
た
に
新
設
さ
れ
た
、
議
長
を
除
く
13
名
の
議
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
等
８
決
算
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
委
員
会
の
質
疑
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計

ホホ

ム
ペ
ム
ペ
ム
ペペ

ジジ

一一
般般
会会
計計

ＨＰＨＰＨＰ

問答

滞納滞納
整理整理
滞納
整理

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

問答

問答

問答問

答 問答問

答

いい

子育て子育て子育て

要
望
さ
望
さ
望
さ
れ
て
れ
て
い
る
い
るる

町
の
町
の
町
の
健
診
健
診
だ
け
だ
け
だ
け
で

健診健診健診

献
し
て
し
て
い
た
い
た
だ
き
だ
き
たた
い

道道道道
のの
駅
の
駅
の
駅駅

対
に
対
に
対
に
対対
し
委
し
委
し

道の駅道の駅道の駅

Ｐ
Ｒ
を
Ｒ
をを
行行行
っ
行
っ
てて
い
て
いい
る

産
品
産
品
産
品
開
発
開
発
と
し
と
しし
て

特産品特産品特産品

予
算
執
行
を
厳
し
く
審
査

新
設

質　

疑

答　

弁

質　

疑

答　

弁

質　

疑

答　

弁

質　

疑

答　

弁

予
算
執
行
を
厳
し
く
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で



ここが良かった…２７年度事業ここが良かった…２７年度事業ここが良かった…２７年度事業

新しい消防活動拠点

用水の安定供給へ

練習意欲が向上

　塙町の歴史を伝える代官所跡

の景観に合った素晴らしい新屯

所の姿に、班員一同喜びでいっ

ぱいです。これも塙町と町議会、

そして地域の皆様方のご理解と

ご支援のおかげです。正面に設

置してある半鐘には「大正 14

年・常豊組」と彫られてありま

す。90 年以上の歴史を持つこ

の地域の消防活動を更に発展さ

せ、地域の皆様の安全・安心の

ため日々努力して参ります。

　農業をやっていて用水は必要

不可欠なものです。

　これまでは土掘で、降雨時の

増水などにより用水路が破損し

やすい状態でした。町へ陳情し、

昨年度町単独土地改良事業に

よって一部を U字溝にし、安

定的な用水を供給することが出

来るようになりました。今後も、

用水路整備を進めていきたいで

す。

　週に 2回テニスコートを使用しています。一

番良かったのは、水はけが良くなったので練習が

中止にならなくなったことです。他には、練習し

やすくなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　これからもみん

　　　　　　　　　　　　　　なで楽しくテニス

　　　　　　　　　　　　　　をやっていきたい

　　　　　　　　　　　　　　ので、きれいなテ

　　　　　　　　　　　　　　ニスコートを維持

　　　　　　　　　　　　　　するよう心掛けた

　　　　　　　　　　　　　　いです。

大竹　孝和さん
（本町）

金澤　博志さん
（植田）

塙ソフトテニススポーツ少年団の皆さん

屯所としては珍しい瓦屋根の第一分団第一班屯所

補助金を活用し植田区民で施工した用水路

新しく生まれ変わった町営テニスコート

消防屯所新築事業消防屯所新築事業

町単独土地改良事業町単独土地改良事業

町営テニスコート改修工事町営テニスコート改修工事

消防屯所新築事業

町単独土地改良事業

町営テニスコート改修工事

２，３６５万円

９３万円

３，３１１万円
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特集
その２

　

町
内
４
地
区
（
塙
、
常
豊
、
笹
原
、
高
城
）
に
水
源
を
も
つ
塙
町
の
水
道
は
平

成
23
年
に
簡
易
水
道
か
ら
上
水
道
に
統
合
し
て
６
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
水

源
施
設
等
の
改
修
や
管
路
の
更
新
な
ど
多
額
の
事
業
費
を
投
入
し
、
安
全
安
心
な

水
の
供
給
に
努
め
て
き
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
に
よ
る
と
当
年
度
純
利
益
は
35
百
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
の
運
営
費
補
助
金
は
１
億
２
５
０
０
万
円
。
毎
年

１
億
円
以
上
が
補
助
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
町
の
補
助
金
で
黒
字
が
確
保
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

上下水道事業
本当に黒字なの？

３
割
が
漏
水
？

１
円
の
収
入
を
得
る
た
め
２
・
０
８
円
の
コ
ス
ト

補
助
金
に
依
存
す
る
不
採
算
構
造

補
助
金
に
依
存
す
る
不
採
算
構
造

損益計算書
営 業 収 益 98
営 業 費 用 212

営 業 外 収 益 174
（うち町補助金125）

営 業 外 費 用 25
当 年 度 純 利 益 35

当年度末未処分利益剰余金 179

貸借対照表

資産の部 負債の部
固 定 資 産 2,748 固 定 負 債 973
流 動 資 産 194 流 動 負 債 79

繰 延 収 益 970
負 債 計 2,023

資本の部
資 本 金 685
利益剰余金 235
資 本 計 920

資 産 合 計 2、942 負債資本合計 2,942

補
助
金
に
依
存
す
る
不
採
算
構
造

（百万円）

（百万円）

値
段
を
表
す
。

　

町
水
道
で
は
供
給
単
価

を
給
水
原
価
が
大
き
く
上

回
り
水
道
料
金
だ
け
で
は

賄
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

全
国
平
均
に
比
べ
、
給
水

原
価
は
高
く
、
供
給
単
価

は
安
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

水
原
価
が
割
高
な
理

　
　

由
の
一
つ
に
有
収
率

　
　

水
原
価
と
は
水
１
㎥
を
つ

　
　

く
る
の
に
か
か
る
費
用
。

供
給
単
価
と
は
水
１
㎥
を
売
る

給
水
原
価
と
供
給
単
価

給給

全国平均 塙町

給 水 原 価 208.2 円 315.4 円

供 給 単 価 195.0 円 151.9 円

有 収 率 79.5％ 72.1％

管路経年化率 9.9％ 37.4％

※全国平均：平成２６年総務省資料

が
低
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ

る
。
有
収
率
と
は
、
水
道

タ
ン
ク
か
ら
出
た
水
量
に

対
し
て
各
家
庭
に
届
い
た

水
量
の
割
合
で
、
町
水
道

で
は
全
国
平
均
に
比
べ

７
・
４
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
。

原
因
と
し
て
水
道
管
の

漏
水
が
考
え
ら
れ
る
が
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
水
の
約

３
割
が
無
駄
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

水
道
の
水
道
管
は
全

　
　

長
83
千
ｍ
で
あ
る
が

そ
の
４
割
弱
が
耐
用
年
数

を
過
ぎ
て
い
る
。
全
国
平

均
の
管
路
経
年
化
率
（
耐

用
年
数
を
経
過
し
た
水
道

管
延
長
の
割
合
）９
・
９
％

に
比
べ
約
３
割
も
高
い
状

況
に
あ
る
。
漏
水
対
策
は

新
た
な
水
源
対
策
で
も
あ

る
。
老
朽
管
更
新
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　
　

ほ
ど
も
ふ
れ
た
よ
う

　
　

に
、
現
在
の
給
水
原

価
を
料
金
で
賄
う
と
す
れ

ば
、
現
在
の
２
倍
の
水
道

料
金
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

低
い
有
収
率

給給

老
朽
管
更
新
を

町町

な
い
。
近
隣
町
村
の
水
道

料
金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
表
に
ま
と
め

て
み
た
。（
県
水
道
統
計

よ
り
）
料
金
は
、
原
価
を

も
と
に
算
定
さ
れ
る
べ
き

で
、
水
源
の
方
式
や
水
質

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。

ま
た
、
か
か
っ
た
費
用
を

利
用
者
が
負
担
す
る
の

で
、
利
用
者
が
多
い
ほ
ど

安
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

一
方
水
道
事
業
に
は
上
水

道
と
簡
易
水
道
が
あ
る

が
、
簡
易
水
道
は
上
水
道

よ
り
補
助
金
等
の
財
政
支

援
が
手
厚
い
た
め
水
道
料

を
抑
え
ら
れ
る
。

　

本
町
の
水
道
料
は
、
県

平
均
の
約
８
割
で
、
消
費

税
制
度
に
伴
う
も
の
を
除

い
て
約
30
年
以
上
料
金
改

正
さ
れ
て
い
な
い
。

安
い
水
道
料

先先

町 村 名 上水道 簡易水道
塙 町 2,836 ー
棚 倉 町 4,380 4,380
矢 祭 町 ー 2,425
鮫 川 村 ー 2,535
西 郷 村 2,592 ー
泉 崎 村 3,618 ー
矢 吹 町 3,780 ー
県 平 均 3,674 3,406

※上水道は給水人口 5千人超 101人～5,000人が
　簡易水道。棚倉町には両方の施設がある。

水道20㎥料金（円）

 

２倍

塙町は



質
問　

無
料
化
に
よ
っ
て

相
当
の
財
源
が
必
要
に
な

る
。
町
民
へ
の
説
明
を
す

べ
き
。
ま
た
、
税
金
の
バ

ラ
ま
き
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

答
弁　

振
興
計
画
に
載
せ

29
年
度
か
ら
実
施
し
た

い
。
必
要
額
は
、
約
３
，

８
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

財
源
は
全
体
を
見
直
し
、

予
算
を
確
保
し
た
い
。
町

民
に
は
納
得
頂
け
る
よ
う

説
明
す
る
。

質
問  

給
食
費
無
料
化
の

狙
い
は
。

答
弁  

若
者
定
住
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

無
料
化
で
人
口
減

少
が
止
め
ら
れ
る
の
か
。

税
金
を
バ
ラ
ま
き
す
る
の

で
な
く
、
米
百
俵
の
精
神

で
教
育
に
充
て
る
べ
き
で

は
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ス
で
は
な

い
と
信
じ
て
進
め
た
い
。

投
資
的
経
費
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

同
じ
く
経
費
を
か

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
給
付

型
の
奨
学
金
を
設
け
、
町

に
戻
っ
た
ら
返
済
な
し
に

す
る
な
ど
地
元
に
戻
る
制

度
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

ま
ず
、
働
く
場
が

必
要
。
検
討
す
べ
き
こ
と

は
多
い
。

質
問　

多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
基
本
計
画
の
公
募
に

よ
り
入
選
者
が
決
定
し
た

が
今
後
の
進
め
方
は
。

答
弁　

全
体
で
10
億
円
以

上
か
か
る
。
財
政
に
与
え

る
影
響
な
ど
検
証
し
、
有

識
者
会
議
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
し
た
い
。

質
問　

地
域
密
着
型
の
老

人
ホ
ー
ム
を
ど
の
様
に
し

て
造
る
の
か
。

答
弁　

試
案
が
出
来
て
か

ら
相
談
す
る
。

質
問　

町
民
専
用
の
老
人

ホ
ー
ム
は
で
き
る
の
か
。

空
手
形
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁　

詳
細
な
内
容
は
こ

れ
か
ら
考
え
る
。

質
問　

町
内
に
低
料
金
の

施
設
４
カ
所
で
き
る
の
か
。

答
弁　

４
カ
所
は
便
宜
上

言
っ
た
。
地
域
住
民
の
要

望
と
使
い
勝
手
に
よ
る
。

質
問　

町
が
管
理
運
営
を

行
う
施
設
と
言
っ
て
い
る

が
。

答
弁　

町
が
強
く
関
わ
り

を
持
ち
、
入
居
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
に

し
た
い
。

質
問　

職
員
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答
弁　

必
要
な
人
員
は
確

保
す
る
。

質
問　

介
護
士
不
足
を
町

長
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

就
労
改
善
、
給
料

の
優
遇
、
資
格
取
得
の
補

助
等
に
よ
り
人
員
を
確
保

す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

給食費無料化、本当に実施は必要なのか
決して“マイナスはない”と信じ進めていきたい

町の考えを問う

鈴木　安次

米
百
俵
の
精
神
で

町民の信頼を取り戻すには、
質問をかわすばかりでなく、
質問に真摯に向き合って答弁
してほしい。切に願う。

町
長
公
約

　
　

老
人
ホ
ー
ム

ど
う
実
現
さ
せ
る

一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運
営
を
監
視

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。

町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や

説
明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。
町
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
が
進
め

ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
す
る
も
の
で
す
。

多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
ど
う
す
る

新しい給食センターで作られた給食の試食会が行われ、親子
づれなど多くの方が参加した。
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施政方針
「
行
財
政
改
革
」を
推
進

「
行
財
政
改
革
」を
推
進

〜
民
間
人
ゆ
え
の
価
値
観
を
〜

〜
民
間
人
ゆ
え
の
価
値
観
を
〜

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

「
行
財
政
改
革
」を
推
進

〜
民
間
人
ゆ
え
の
価
値
観
を
〜

3項目の重点施策（要旨）
１ 塙厚生病院の医師不足の解消
　幸いにも、現在は整形外科医師 2名の体制
が図られ、救急外来の受け入れが可能となりま
したが、泌尿器科常勤医師や産婦人科医師不足
についても、今後さらに積極的に取り組みます。

２

３

道路環境の整備

町財政の経常収支比率悪化の改善

　国道 118 号線をはじめ国道 289 号線、国道
349 号線の整備は町発展のために不可欠です。
地域の要望も多い中、整備促進への取り組みを
全力で行っていく所存であります。

　このまま進むことになれば、町政運営への影
響も大きく、思い切った「行財政運営の抜本的
改革」を行っていくことが必要と思われます。

鈴
木　

安
次 

　

・
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設 

　

・
町
長
の
公
約 

吉
田　

広
明 

　

・
塙
町
の
行
財
政

　

・
常
豊
小
学
校
及
び
常
豊
幼
稚
園
の
統
合　

　
　

計
画
に
つ
い
て

　

・
待
機
児
童
問
題 

 

青
砥　

與
藏 

　

・「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
」手
法
や「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」活
用 

　

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の
経
営
健
全
化 

　

・
補
助
事
業
等
の
事
業
評
価
と
見
直
し 

　

・
空
家
対
策
・
空
き
店
舗
対
策
の
対
応 

　

・
薩
摩
酒
造
工
場
跡
地
の
利
用
企
画 

　

・
廃
止
し
た
「
米
山
荘
」、
民
間
委
託
し
た
「
給

　
　

食
セ
ン
タ
ー
」

鈴
木　

茂 

　

・
先
の
町
長
選
挙
に
お
け
る
公
約 

　

・
子
育
て
支
援 

　

・
町
有
施
設

｢

道
の
駅
は
な
わ
、
湯
遊
ラ
ン

　
　

ド
は
な
わ｣

吉
田　

克
則 

　

・
宮
田
町
長
の
選
挙
公
約

　

・
教
育
長
不
在

七
宮　

広
樹 

　

・
宮
田
町
長
が
掲
げ
た
公
約 

　

・「
山
水
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
塙
町
第
５
次

　
　

長
期
総
合
計
画 

高
縁　
　

光 

　

・
町
長
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
約 

　

・
介
護
保
険
の
総
合
事
業 

　

・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
状
況
と

　
　

対
策

・
そ
の
他
の
一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
こ
の
ほ
か
、割
貝
寿
一
議
員（
８

月
２
日
第
７
回
塙
町
議
会
臨
時
会
町
長
挨
拶
の

中
の
公
約
に
つ
い
て
等
）
が
行
い
ま
し
た
。

　町長の町政運営に対する基本的

な考え方や予算案及び主要な施策

について述べたもの（９月と３月

に行われる）



質
問　
　

経
常
収
支
比
率

は
平
成
26
年
度
郡
内
最
下

位
で
、
監
査
報
告
書
の
中

に
「
70
％
程
度
が
妥
当
、

悪
化
傾
向
に
あ
る
。」
と
あ

り
、
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
が
非
常
に
多
く
、
自

由
な
財
源
割
合
が
少
な

く
、
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

経
常
収
支
比
率

は
、減
収
補
て
ん
債
及
び
、

町
の
考
え
を
問
う

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く

と
98
・
１
％
。
公
債
費
は
、

塙
中
学
校
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
柔
剣
道
場
、
防
災

セ
ン
タ
ー
の
返
済
が
始
ま

り
、
悪
化
し
て
お
り
、
補

助
金
や
義
務
的
経
費
の
見

直
し
を
考
え
た
い
。

質
問　

財
政
悪
化
と
認
識

は
あ
る
の
か
、
起
債
の
削

減
や
基
金
の
積
み
立
て
が

出
来
な
い
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
財
政
は
、
ど
う
な
る

の
か
。

答
弁　

全
体
的
に
は
、
町

の
財
政
の
硬
直
化
が
見
ら

れ
、
悪
化
し
て
い
る
と
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
、
公
債
費
償
還
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
た
め
、

事
業
費
等
の
精
査
を
進

め
、
財
政
運
営
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
に
努
め

た
い
。

質
問　

行
政
事
務
の
中

で
、
電
算
処
理
業
務
の
経

費
は
、
２
億
５
，
０
７
０

万
で
多
額
で
あ
る
。
単
価

交
渉
や
委
託
行
程
の
見
直

し
に
よ
っ
て
額
を
減
ら
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

費
用
の
一
部
に
は

補
助
金
も
充
て
て
い
る
。

電
算
シ
ス
テ
ム
は
必
要
な

も
の
。
精
査
し
な
が
ら
導

入
を
続
け
る
。

質
問　

予
算
計
上
で
、
執

行
の
見
直
し
や
、
修
正
を

し
た
事
業
が
あ
れ
ば
、
そ

の
理
由
は
。

答
弁　

こ
ど
も
園
、
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
の

他
６
事
業
は
、
補
助
事
業

の
不
採
択
や
建
設
用
地
確

保
の
時
間
的
問
題
な
ど

で
、
次
年
度
へ
見
送
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
た
い
。

質
問　

常
豊
幼
稚
園
・
小

学
校
の
統
合
計
画
に
つ
い

て
「
平
成
18
年
度
基
本
計

画
」
を
策
定
し
て
か
ら
、

10
年
が
経
過
し
、
統
合
計

画
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁  

常
豊
小
学
校
は
、

本
年
度
よ
り
複
式
学
級
が

２
学
級
と
な
っ
た
。
統
合

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

方
々
や
保
護
者
に
説
明
会

を
開
き
、
理
解
と
協
力
を

求
め
た
い
。

質
問　

低
賃
金
や
雇
用
条

件
の
変
化
に
伴
い
、
若
い

子
育
て
世
代
は
苦
労
し
て

い
る
。待
機
児
童
問
題
が
、

い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
て
い

な
い
が
、
対
策
は
あ
る
の

か
。

答
弁　

３
歳
児
を
幼
稚
園

で
受
け
入
れ
る
こ
と
も
含

め
、早
急
に
対
応
し
た
い
。

　 吉田　広明

新しく出来た給食センター、公債費の返済が始まる

質
問　

コ
ン
ビ
ニ
に
お
け

る
各
種
証
明
書
の
交
付
な

ど
、
町
民
の
利
便
性
に
つ

な
が
る
業
務
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。

答
弁　

町
税
等
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
行
っ
て
い
る
。

証
明
書
交
付
は
高
額
な
費

用
が
か
か
る
の
で
他
町
村

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

質
問　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な

わ
の
経
常
収
支
は
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
健
全
化
対

策
は
。

答
弁　

省
電
力
な
ど
経
費

節
減
に
努
め
、
省
エ
ネ
設

備
へ
の
改
善
を
検
討
し
た

い
。 

　

質
問　

民
間
へ
の
補
助
金

は
、
私
的
に
使
わ
れ
る
救

済
事
業
に
な
る
要
素
が
あ

り
、
厳
し
く
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

第
三
者
機
関
な
ど

検
証
シ
ス
テ
ム
を
設
け
た

い
。

質
問　

都
心
の
田
舎
暮
ら

し
希
望
者
・
若
者
定
住
促

進
と
し
て
も
、
大
い
に
期

待
が
で
き
る
の
で
は
。

答
弁　

空
き
家
等
対
策
計

画
を
策
定
し
、
空
き
家
や

空
き
店
舗
の
活
用
を
進
め

た
い
。

財政が厳しい。全てに答えら

れない。最も重要な決定とは、

何をするかではなく、何をし

ないかを決める事だ。

質
問　

一
部
は
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
の
多
く

が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
考
え

か
。

答
弁 

地
元
産
焼
酎
の
製

造
に
向
け
県
の
補
助
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。
新
た
な

酒
造
免
許
を
取
得
す
る
団

体
ま
た
は
酒
造
メ
ー
カ
ー

な
ど
を
誘
致
し
施
設
を
活

用
し
た
い
。 

質
問　

米
山
荘
の
廃
止
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委

託
は
有
効
だ
っ
た
の
か
検

証
が
必
要
で
な
い
か
。

答
弁　

町
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

検
証
し
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町民の利便性につながる業務導入は
他市町村の動向をみながら検討していく

町の考えを問う

青砥　與藏

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の

経
営
健
全
化
に
つ
い
て

常
豊
幼
稚
園
・

小
学
校
の
統
合
計
画
は旧薩摩酒造跡地にはかつて使われていた焼酎タンクが今も残されている。

待
機
児
童
問
題
は

経
常
収
支
比
率
の
悪
化
ど
う
す
る

補
助
金
や
義
務
的
経
費
の
見
直
し
を
考
え
た
い

補
助
事
業
等
の

事
業
評
価
と
見
直
し

町づくりの大事は、若者と

子供がいることです。

旧
薩
摩
酒
造
跡
地
の

利
用
企
画
は

廃
止
し
た
米
山
荘
、

民
間
委
託
し
た
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

空
き
家
、
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
事
業
は

　

経
常
収
支
比
率
と
は

 

使
途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
毎
年
経
常
的
に
収
入
さ

れ
る
財
源
が
、
毎
年
度
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充

当
さ
れ
た
割
合
。
こ
の
割
合

が
低
い
ほ
ど
財
政
に
ゆ
と
り

が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
こ
と
を
示
す
。

？

？



町
の
考
え
を
問
う

鈴木　茂

質
問　

選
挙
チ
ラ
シ
は
公

約
と
考
え
て
よ
い
か
。

答
弁　

そ
の
よ
う
に
捉
え

て
も
ら
っ
て
よ
い
。

質
問　

新
し
い
ハ
コ
モ
ノ

は
造
ら
な
い
と
言
っ
た

が
、
老
人
ホ
ー
ム
は
つ
く

る
と
言
っ
て
い
る
が
。

答
弁　

金
の
か
か
る
ハ
コ

モ
ノ
は
で
き
る
だ
け
造
ら

な
い
と
言
っ
た
。 

質
問　

０
ベ
ー
ス
で
予
算

を
組
み
、
新
し
い
手
法
に

よ
る
予
算
の
積
み
上
げ
と

は
。

答
弁　

予
算
す
べ
て
に
つ

い
て
必
要
か
否
か
見
直
し

を
し
た
い
。

質
問　

組
み
直
し
の
た
め

の
基
準
は
ど
う
す
る
の

か
。

答
弁　

財
政
に
関
す
る
諮

問
機
関
を
立
ち
上
げ
意
見

を
い
た
だ
く
。

質
問　

老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
チ
ラ
シ
の
内
容
以

外
に
何
も
決
ま
っ
て
い
な

い
の
か
。

答
弁　

情
報
収
集
し
、
町

に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の

を
選
定
し
た
い
。
介
護
度

が
低
い
方
も
入
れ
る
施
設

を
目
指
し
た
い
。

質
問　

介
護
度
が
低
い
方

は
、
施
設
に
は
入
れ
な
い

は
ず
。
ま
た
、
運
営
面
を

考
え
る
と
小
さ
い
老
人

ホ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
核

と
な
る
施
設
を
つ
く
り
、

そ
れ
に
付
随
す
る
小
規
模

施
設
の
方
が
有
利
だ
と
思

う
が
。

答
弁　

介
護
度
の
低
い
方

の
施
設
入
所
は
、
介
護
保

険
の
該
当
外
だ
が
、
施
設

対
応
も
必
要
と
考
え
る
。

老
人
ホ
ー
ム
の
形
態
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
が
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
形
で
の
運
営
を
模
索

し
た
い
。

子育て対策、若者支援は町に

とって重要な政策だ、町長はエ

ンジン全開スピード感を持って

ことに当たってほしい。

質
問　

こ
ど
も
園
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
は
止
め
る

方
向
な
の
か
。

答
弁　

あ
く
ま
で
検
証
で

あ
る
。

質
問　

待
機
児
童
解
消
策

と
は
３
歳
児
を
幼
稚
園
に

入
れ
る
こ
と
な
の
か
。
そ

の
場
合
、
受
け
入
れ
は
可

能
か
。
ま
た
保
育
士
の
確

保
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

多
方
面
か
ら
考
え

た
い
が
、
現
在
の
塙
幼
稚

園
で
は
難
し
い
の
で
検
討

を
し
て
い
く
。
保
育
士
は

新
規
採
用
及
び
就
労
改
善

に
努
め
る
。

質
問　

若
夫
婦
の
た
め
の

安
価
な
住
宅
施
設
と
は
。

答
弁　

子
育
て
世
代
の
安

い
賃
貸
住
宅
を
準
備
し
た

い
。
25
年
経
過
後
に
家
と

土
地
を
無
償
で
提
供
す
る

こ
と
も
検
討
し
た
い
。

質
問　

町
が
今
進
め
て
い

る
若
者
向
け
住
宅
の
進
捗

状
況
は
。

答
弁　

台
宿
北
原
の
２
棟

は
す
ぐ
に
発
注
し
た
い
。

ま
た
、
街
中
に
計
画
し
て

い
る
若
者
住
宅
も
検
討
し

進
め
て
い
く
。

質
問　

給
食
費
無
料
化
に

つ
い
は
、
ま
ず
半
額
で

や
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

こ
ど
も
が
毎
年

減
っ
て
い
る
、
無
料
に
し

て
町
で
応
援
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

若者住宅が計画されている末広町の敷地

公
約
の
具
体
的
内
容
を
問
う

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を
し
た
い

具
体
的
な
待
機
児
童

解
消
策
は
あ
る
か

質
問　

宮
田
町
長
の
選
挙

公
約
に
「
住
み
な
れ
た
地

域
と
生
活
を
守
る
た
め

に
」
と
に
あ
る
が
『
地
域

と
生
活
』
を
守
る
観
点
か

ら
ど
の
様
な
農
林
業
の
振

興
策
及
び
商
業
の
活
性
化

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

中
山
間
地
直
接
支

払
制
度
、
多
面
的
機
能
交

付
金
事
業
等
、
農
地
の
保

全
に
つ
な
が
る
施
策
を
積

極
的
に
す
す
め
る
。
イ
ノ

シ
シ
対
策
、
竹
パ
ウ
ダ
ー

栽
培
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
農
家
の
所
得
向
上

に
努
め
、
都
市
交
流
事
業

で
風
評
被
害
払
拭
を
図
り

た
い
。
ま
た
、
道
の
駅
農

産
物
直
売
所
に
冬
期
間
出

荷
で
き
る
栽
培
ハ
ウ
ス
施

設
を
ど
の
よ
う
な
も
の
が

良
い
か
生
産
者
の
声
を
聞

き
検
討
し
た
い
。
林
業
の

振
興
は
町
に
と
っ
て
重
要

と
思
う
。
出
来
る
限
り
地

場
産
業
の
育
成
と
し
て
助

成
し
て
い
き
た
い
。

  

商
業
に
つ
い
て
は
、
商

店
街
の
方
向
性
を
商
工
会

等
と
話
し
合
い
な
が
ら
活

性
化
を
進
め
た
い
。

質
問　

町
長
が
掲
げ
た

「
こ
れ
か
ら
目
指
す
」
も

の
と
す
る
選
挙
公
約
の
内

容
を
確
認
し
た
い
。

答
弁　

子
育
て
支
援
は
ま

ず
給
食
費
の
無
料
化
を
考

え
て
い
る
。そ
の
範
囲
は
、

保
育
・
幼
稚
園
か
ら
小
中

学
校
ま
で
で
学
校
教
職
員

等
は
含
ま
な
い
。
ま
た
、

待
機
児
童
一
時
預
か
り
施

設
を
、
塙
幼
稚
園
な
ど
に

土
地
と
プ
レ
ハ
ブ
施
設
を

借
り
、
３
歳
児
を
預
か
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
保

育
待
機
児
童
解
消
を
考
え

て
い
る
。

  

小
中
学
校
の
学
力
向
上

は
、
教
育
関
係
者
と
話
し

合
い
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

　

若
夫
婦
の
定
住
促
進
の

た
め
安
価
な
新
設
住
宅
提

供
は
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
を
充
実
し
、
定
住

に
つ
な
が
る
施
策
を
考
え

て
い
る
。

質
問　

町
民
専
用
の
老
人

ホ
ー
ム
つ
く
り
と
は
。

答
弁　

入
居
費
用
等
は
、

ま
だ
決
め
る
段
階
に
な

い
。
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら

詰
め
て
い
く
が
、
入
居
者

の
負
担
は
少
な
く
、
安
心

し
て
入
所
い
た
だ
く
た
め

に
町
が
強
く
関
与
し
た

い
。
ま
た
、
町
内
の
雇
用

を
優
先
し
た
い
。

質
問　

教
育
長
の
不
在
は

教
育
行
政
上
問
題
で
は
な

い
の
か
。

答
弁　

情
報
把
握
・
現
場

へ
の
指
示
、
教
職
員
人
事

な
ど
教
育
長
の
存
在
は
重

要
。

質
問　

教
育
長
人
選
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

答
弁　

最
重
要
視
し
て
い

る
の
は
、
学
力
向
上
に
寄

与
出
来
る
人
物
。
組
織
運

営
力
が
あ
る
人
。

町
民
専
用
の

老
人
ホ
ー
ム
ど
う
す
る

教
育
長
不
在
で

問
題
は
な
い
の
か

町
長
公
約

子
育
て
支
援
は

若
者
住
宅
整
備
は

進
ん
で
い
る
か

８月23日に林業希望者が伐採作業を視察した講習会

農林業振興と商業活性化策どう考える

積極的に推し進めていきたい

町の考えを問う

吉田　克則

町の施策は重用。
良否の判断を町民の代表と
して常に発言してまいりま
す。
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町
の
考
え
を
問
う

七宮　広樹

質
問　

財
政
の
悪
化
を
抱

え
、
不
安
定
化
を
招
き
か

ね
な
い
。
身
の
丈
に
あ
っ

た
財
政
計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
弁　

定
住
化
に
向
け
、

進
め
た
い
。
専
門
的
諮
問

機
関
を
立
ち
上
げ
、
各
事

業
を
見
直
し
て
財
源
を
確

保
し
た
い
。

質
問　

計
画
案
が
示
さ
れ

て
い
る
が
町
長
が
描
く
塙

町
の
未
来
像
・
ビ
ジ
ョ
ン
、

今
後
の
方
向
性
と
進
め
方

は
。

答
弁　

事
業
内
容
・
必
要

性
・
建
設
場
所
等
を
精
査

検
討
中
で
あ
り
、
早
い
時

期
に
示
し
た
い
。
み
ん
な

が
明
る
く
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

に
、
み
ん
な
で
手
法
手
段

を
合
わ
せ
考
え
進
め
た

い
。

質
問　

各
職
員
の
意
識

に「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」

「
塙
町
の
将
来
像
」「
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
」
が

浸
透
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

係
長
以
上
は
熟
知

し
て
い
る
が
、
若
手
職
員

に
は
毎
年
４
〜
５
回
の
研

修
の
中
で
徹
底
し
て
教
育

と
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

前
期
計
画
期
間
が

終
了
し
検
証
は
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
後
期
の
取

り
組
み
と
道
筋
は
。 

答
弁　

ほ
ぼ
計
画
に
沿
っ

て
取
り
組
ん
だ
。
前
期
の

課
題(

①
若
者
の
定
住
が

少
な
い
②
子
供
の
数
が
少

な
い
③
山
間
部
の
人
口
が

減
少
④
働
く
場
所
が
な
い

⑤
結
婚
対
策)

を
中
心
に

後
期
に
取
り
組
む
。

質
問　

毎
年
策
定
す
る
実

施
計
画
に
、
実
施
後
の
検

証
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

実
施
計
画
は
、
第

５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た

具
体
的
計
画
で
あ
る
。
毎

年
財
政
シ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
策
定

し
て
い
る
。

質
問　

都
市
交
流
事
業
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
魅
力
あ
る
交
流
事
業

を
通
し
、
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
取
り
組
み
は
。

答
弁　

観
光
協
会
と
農
家

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
効

果
を
あ
げ
て
い
る
。
今
後

は
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
交
流
の
活
動
拠
点

と
し
て
旧
こ
ん
に
ゃ
く
試

験
地
・
管
理
棟
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。

　

地
域
力
・
交
流
力
を
確

立
し
、
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
仕
組
み
づ
く
り
に
努

め
る
。

全ての町民に　夢と希望を与

えられる　政策を！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

ど
う
進
め
る
の
か
「
公
約
」・「
塙
町
第
５
次
長
期
総
合
計
画
」

有
言
実
行
で
進
め
た
い

給
食
費
無
料
化
は

で
き
る
の
か

こ
ど
も
園
・
多
世
代

交
流
施
設
の
建
設
計

画
は
ど
う
す
る

質
問　

こ
ど
も
園
・
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

事
業
計
画
を
見
直
す
と
し

て
い
る
が
、
す
で
に
予
算

が
可
決
し
て
お
り
、
国
の

補
助
金
と
の
関
係
や
設
計

と
の
関
係
が
あ
る
が
具
体

的
見
直
し
時
期
は
い
つ

か
。

答
弁　

こ
ど
も
園
・
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
は
必
要

で
あ
り
、
建
設
場
所
等
検

討
し
て
い
る
。
国
県
の
補

助
は
わ
ず
か
し
か
な
く
過

疎
債
を
利
用
し
て
行
い
た

い
。
年
内
に
は
、
見
直
し

内
容
を
ご
提
示
し
た
い
。

質
問　

学
校
給
食
費
無
料

化
の
公
約
も
あ
る
が
ど
の

よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

給
食
費
の
無
料
化

は
、
来
年
３
月
定
例
議
会

に
提
出
し
、
４
月
１
日
よ

り
実
施
し
た
い
。

質
問　
　

介
護
保
険
の
総

合
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

答
弁　

２
年
前
の
法
改
正

に
よ
り
、
来
年
の
４
月
か

ら
す
べ
て
の
自
治
体
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
塙
町
で
は
、
来
年
の

１
月
か
ら
移
行
を
開
始
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
要
支
援
１
・
２
の

方
が
受
け
ら
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅
訪
問

介
護
（
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
医
師
指
導

に
よ
る
療
養
指
導
、
訪
問

看
護
）
入
居
生
活
者
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
通
所
介
護
（
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
等

約
６
割
の
要
支
援
１
・
２

の
方
が
現
在
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
。
財
源
は
変

わ
ら
ず
、
今
後
は
65
歳
以

上
の
方
す
べ
て
を
対
象
に

予
防
対
策
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
状
況
と
対

策
は
。

答
弁　

被
害
は
馬
鈴
薯
、

里
芋
、
水
稲
の
外
農
地
の

掘
り
起
こ
し
、
土
手
や
水

路
の
破
損
な
ど
で
あ
る
。

昨
年
は
、
61
頭
を
捕
獲
し

た
。
電
気
牧
柵
、
鉄
柵
、

わ
な
等
の
補
助
を
し
て
い

る
。（
Ｐ
19
追
跡
レ
ポ
ー

ト
参
照
）

給
食
費
無
料
化

ど
う
進
め
る

イ
ノ
シ
シ
被
害

改
善
政
策
は

　

介
護
保
険
の
総
合
事
業
と

は
　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
予
防
給
付
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
全
国

一
律
の
訪
問
介
護
及
び
通
所

介
護
を
、
各
自
治
体
で
行
う

地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
多

様
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

提
供
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

実
施
す
る
も
の
。

？

新
し
い
総
合
事
業

で
ど
う
変
わ
る

？

交流の活動拠点と予定される旧こんにゃく試験地

？

町では、病気にならないためのさまざまな予防策を実施
している。

塙
町
第
５
次
長
期

総
合
計
画
へ
の

取
り
組
み
方
は

こども園・多世代交流センター見直し時期は

年内には見直しを示したい

町の考えを問う

高縁　　光

今後団塊の時代は健康格差が

重要になり対策を考える必要

がある。
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塙
町
第
５
次
長
期
総
合
計

画
と
は

　

平
成
23
年
３
月
、
町
議
会

の
議
決
を
経
て
、
新
た
な
時

代
に
対
応
し
、
町
民
の
要
望

に
的
確
に
答
え
て
い
く
た

め
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
塙

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
策
定
し
た
計
画
で
あ
る
。

？



　

今
年
３
月
に
町
議
会
議
員

選
挙
、
６
月
に
町
長
選
挙
が

行
わ
れ
新
体
制
に
な
っ
て
初

め
て
の
一
般
質
問
議
会
と

な
っ
た
の
で
傍
聴
を
し
て
み

ま
し
た
。

　

各
議
員
さ
ん
か
ら
、
６
月

執
行
の
町
長
選
挙
の
公
約
に

質
問
が
集
中
し
、執
行
部
側
、

議
会
側
も
町
の
将
来
像
に
つ

い
て
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
真

剣
な
や
り
と
り
が
あ
り
両
者

の
町
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い

を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
定
数

の
半
数
以
上
の
議
員
さ
ん
が

町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
良
い
町
づ

く
り
、
町
民
の
福
祉
向
上
に

向
け
、
日
頃
よ
り
問
題
意
識

を
持
っ
て
更
に
多
く
の
議
員

さ
ん
が
質
問
に
立
た
れ
る
事

を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
加

速
度
的
に
進
み
、
町
の
行
政

課
題
も
山
積
す
る
中
、
こ
れ

ら
を
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
実
態
を
的
確

に
把
握
し
、
執
行
者
、
議
会

で
十
分
な
議
論
を
交
わ
し
て

頂
い
て
町
民
の
要
望
を
町
政

に
反
映
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

・
林
道
大
日
向
線
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
。

　

指
名
競
争
入
札
の
結

果
、
深
谷
建
設
株
式
会
社

が
８
９
８
５
万
６
０
０
０

円
で
落
札
し
た
。

　

本
工
事
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
で
全
線
完
了
す
る
見

込
み
。

・(

株)

塙
町
振
興
公
社

の
決
算
報
告
に
つ
い
て
。

　

町
が
資
本
金
の
２
分
の

１
以
上
を
出
資
し
て
い
る

(

株)

塙
町
振
興
公
社
の

第
19
期
事
業
年
度
決
算
報

告
を
受
け
た
。

・
塙
町
農
業
委
員
会
の
委

員
等
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
農
業
委

員
会
の
委
員
の
定
数
及
び

農
業
委
員
会
の
推
進
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
が

提
出
さ
れ
こ
れ
を
議
決
し

た
。

　

主
な
変
更
点
は
、
農
業

委
員
の
選
出
方
法
を
町
長

に
よ
る
選
任
制
（
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
）と
し
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
新
設
す
る
も
の
。
塙

町
で
は
来
年
の
２
月
か
ら

適
用
さ
れ
る
。

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
。

　

教
育
委
員
任
命
の
同
意

を
行
っ
た
。

　

７
月
８
日
及
び
８
月
２
日
に
第
６
回
・
第
７
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
た
。

第
６
回

　

臨
時
会

第
７
回

　

臨
時
会

岩井義道氏
（川上）湯舟観音堂

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
は

　

あ
り
ま
す
か
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

議論を交わし、
より良い町づくりを

湯
遊
ラ
ン
ド
決
算
報
告

新
し
い
農
業
委
員
会

教
育
委
員
に
岩
井
義
道
氏

根　本　富　博 さん　

　　　　　　　（西河内）　

追跡追跡追跡
レポート

あの質問どうなった？どうなった？どうなった？
　議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

●平成 28 年 9 月定例会●平成 28 年 3 月定例会

イノシシ被害改善政策はイノシシ被害改善政策は町指定文化財（湯舟観音堂）の保護を町指定文化財（湯舟観音堂）の保護を

対策のための補助金を出していきたい対策のための補助金を出していきたい

文化財保護審議会で検討したい文化財保護審議会で検討したい

実施隊と防御措置で対応実施隊と防御措置で対応

　イノシシによる農作物被害の状況と対策、その成
果は。

　過疎高齢化により地域での文化財の維持修
繕は困難となる。ふるさと納税積立金などを
活用し補助できないか。

　イノシシによる農産物の被害は、大変心配され危
惧もされる。町としてはできるだけ迅速に対応したい。

　指定文化財修繕には補助制度があり、これ
までも補助した例がある。文化財を保護すべ
き範囲、補助対象、補助の財源を文化財保護
審議会で検討していきたい。

＜被害状況＞
主な農作物の被害は、馬鈴薯、里芋、水稲などの食
害。特に中山間地域では水稲の被害が多い。

　塙町文化財保護条例に基づき、設置され教育委員会
の要請（諮問）に応じ、文化財の保護及び活用に関す
る重要事項について調査審する機関。任期は 3年で 5
人以内で組織される。

文化財保護審議会とは？

３月１７日に審議会が現地調査３月１７日に審議会が現地調査
　補助は文化財そのものの修繕等に要する経
費のほか、その管理に必要となる経費も対象
となる。質問のあった、湯舟観音堂について
は審議会で現地調査を行ったが、補修が必要
なのは指定文化財そのものではなく、参道の
階段であったため補助対象外とされた。

被害の状況　（表1）

年度 被害額 被害面積
平成 25 年度 40 万円 0.41 ヘクタール
平成 26 年度 183 万円 1.17 ヘクタール
平成 27 年度 105 万円 0.55 ヘクタール

※農地の掘り起こし、土手や水路の破壊については農作物で
はないので被害額に含まれていないが、上記の額に計上され
ない被害も発生している。

＜対策＞
１．捕獲等に関する取組
　イノシシの有害捕獲は、塙町有害駆除隊 ( 平成
28 年度より塙町鳥獣被害対策実施隊 ) を編成して、
銃やわなによる捕獲を実施した。
猟期（11/15 ～ 3/15）については、猟友会東白川支
部塙分会員に依頼をして、捕獲を実施。（捕獲に対
しての補助 1頭 2万円）
捕獲数：平成 25年度 213 頭、平成 26 年度 263 頭、
平成 27 年度 283 頭
２．防護柵の設置等に関する取組
　地域単位で実施する場合に、電気牧柵設置に対し
補助する。（補助率 1/2）また、行政区単位で設置
する鉄柵についても補助している。（補助率：材料
費 10/10）
・電気牧柵設置実績
　平成 25年度　16 地区 23,000m
　平成 26 年度　17 地区 23,800m
　平成 27 年度　59 地区 35,100m
・鉄柵設置実績
　平成 25年度　1行政区　1,500m
　平成 27 年度　2行政区　1,750m
３．補助金額
　平成 25年度 794 万円、平成 26 年度 704 万円
　平成 27 年度 923 万円
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ひとことインタビューひとことインタビュー
　９月定例会の傍聴者数はのべ 51 人でした。傍聴された方の中から、
根本富博さんに傍聴した感想などをインタビューしました。

臨時
議会

請負契約締結を議決

林道大日向線今年度完成へ林道大日向線今年度完成へ林道大日向線今年度完成へ林道大日向線今年度完成へ林道大日向線今年度完成へ
文化財保護

一口メモ一口メモ一口メモ



議
員
定
数
等
検
討
協
議
会
発
足
！

議
員
定
数
等
検
討
協
議
会
発
足
！

２
年
を
め
ど
に
議
員
の
定
数
・
報
酬
を
模
索

　
　

月
20
日
議
員
定
数
等

　
　

検
討
協
議
会
を
設
置

し
、
議
員
定
数
や
議
員
報

酬
の
あ
る
べ
き
姿
の
検
討

に
入
っ
た
。
こ
の
協
議
会

は
、
定
数
や
報
酬
を
見
直

し
た
町
村
へ
の
研
修
、
有

識
者
を
講
師
と
し
た
研

修
、
議
会
報
告
会
で
の
町

民
と
の
意
見
交
換
な
ど
定

数
報
酬
の
見
直
し
の
た
め

の
機
関
で
活
動
期
間
は
お

お
む
ね
２
年
を
目
標
と
し

て
い
る
。
議
員
定
数
・
報

酬
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、町
政
の
現
状
と
課
題
、

将
来
の
予
測
と
展
望
及
び

他
市
町
村
の
動
向
を
考
慮

す
る
と
と
も
に
町
民
ま
た

は
学
識
経
験
を
有
す
る
者

の
意
見
を
参
考
に
す
る

（
議
会
基
本
条
例
）
と
あ

り
、
十
分
な
検
討
を
し
結

論
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

●
昭
和
30
年
３
月
31
日
　

町
村
合
併
に
よ
り
新
塙
町
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
例
に
よ
り
議
員
定
数
　

72
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
旧
塙
22
、
旧
笹
原
22
、
旧
石
井
16
、
旧
高
城
12
）

●
昭
和
31
年
３
月
31
日
　

新
塙
町
発
足
後
初
の
議
会
議
員
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
定
数
　

26
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
選
挙
区
設
定
（
昭
30
・
12
・
27
議
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
選
挙
区
（
旧
塙
地
区
）

　
　

８
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
選
挙
区
（
旧
笹
原
地
区
）

　

８
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
選
挙
区
（
旧
石
井
地
区
）

　

５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
選
挙
区
（
旧
高
城
地
区
）

　

５
名

●
昭
和
32
年
１
月
10
日
　

旧
石
井
村
３
地
区
（
中
石
井
、
下
石
井
、
戸
塚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
祭
町
へ
編
入
に
つ
き
、
第
３
選
挙
区
の
定
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
名
減
員(

昭
32
・
４
・
６
議
　

決
遡
及
適
用)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の
一
般
選
挙(

昭
35
・
３
・
30
）
ま
で
と
す
る
。

●
昭
和
35
年
３
月
31
日
　

選
挙
区
制
を
廃
止
し
大
選
挙
区
に
よ
り
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
数
26
名
　

議
員
定
数
26
名

●
昭
和
41
年
３
月
15
日
　

昭
和
43
年
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
を
減
員
の
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
数
26
名
　

議
員
定
数
22
名

●
昭
和
58
年
６
月
22
日
　

昭
和
59
年
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
２
名
減
員
す
る
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
数
26
名
　

議
員
定
数
20
名

●
昭
和
59
年
３
月
31
日
　

議
員
定
数
20
名

●
平
成
11
年
12
月
20
日
　

平
成
12
年
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
２
名
減
員
す
る
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
数
26
名
　

議
員
定
数
18
名

●
平
成
15
年
12
月
18
日
　

平
成
16
年
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
名
か
ら
14
名
に
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
数
22
名
　

議
員
定
数
14
名

●
平
成
23
年
12
月
15
日
　

議
員
定
数
の
14
名
は
現
状
維
持
と
し
、
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酬
に
つ
い
て
、
議
員
２
名
分
に
相
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

額
を
削
減
。

　９月28日、本町議会の定数等の見直しの参考とするため、正副議長は
じめ見直し当時の中心となった議員さんに出席いただき、見直しの経過な
どの説明を受け議員定数に関しての意見交換を行いました。

議
員
定
数
の
歴
史

議
員
定
数
等
検
討
協
議
会
発
足
！

議
員
定
数
等
検
討
協
議
会
発
足
！

議
員
定
数
等
検
討
協
議
会
発
足
！

西郷村議員の皆さんと協議委員。西郷村議会では、議員定数を平成27年3月に18人から16人にした。

委員会
レポート

総務常任委員会

こども園・多世代交流センター
建設事業と子育て支援事業の調査

　
　

ど
も
園
・
多
世
代
交

　
　

流
セ
ン
タ
ー
建
設

は
、
公
募
型
簡
易
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
設
計
業
者
を

選
定
し
、
業
者
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
る
と
し
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
委
託
予

定
業
者
が
エ
ー
ユ
ー
エ
ム

構
造
設
計（
株
）（
郡
山

市
）
に
決
定
し
た
旨
説
明

が
あ
っ
た
。（
正
式
契
約
で

は
な
い
）

　

応
募
の
あ
っ
た
12
社
の

な
か
か
ら
①
地
域
産
の
木

材
を
使
っ
て
い
る
か
。
②

人
や
自
然
に
や
さ
し
い
施

設
で
あ
る
か
。
③
建
設
コ

ス
ト
及
び
維

持
管
理
費
を

抑
え
ら
れ
る

か
。
な
ど
を

ポ
イ
ン
ト
に

選
定
し
た
そ

う
だ
。
今
後
、

新
町
長
の
も

と
で
こ
の
事

業
は
進
め
ら

れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
町

長
の
意
向
を

確
認
し
て
進

め
た
い
と
し

て
い
た
。

　

子
育
て
支
援
事
業
で

は
、
０
歳
か
ら
幼
稚
園
等

入
園
前
の
子
供
と
保
護
者

を
対
象
に
行
っ
て
い
る

「
の
び
の
び
教
室
」、
図
書

館
で
の
「
お
は
な
し
会
」、

子
育
て
中
の
母
親
な
ど
を

対
象
に
し
た
「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
な
ど
を
見
学
し

た
。
委
員
か
ら
は
同
じ
よ

う
な
支
援
事
業
を
ひ
と
つ

に
し
、
一
カ
所
で
子
育
て

支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

経
済
常
任
委
員
会

松
く
い
虫
の
被
害
対
策
、

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
の
状
況
を
調
査

　
　

く
い
虫
の
被
害
は
年

　
　

々
広
が
っ
て
い
る

が
、
今
回
は
伊
香
地
区
の

状
況
を
調
査
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る

と
枯
れ
た
松
の
木
が
目
立

つ
。
数
年
前
ま
で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布

を
実
施
し
て
い
た
が
、
今

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

た
め
被
害
が
拡
大
し
た
と

も
言
わ
れ
る
。
現
在
は
、

枯
れ
た
木
を
伐
採
し
て
消

毒
し
、
松
く
い
虫
が
拡
散

し
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

（
自
然
に
や
さ
し
い
）
で

覆
っ
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の

調
査
で
は
、
台
宿
地
内
の

水
田
で
電
気
柵
の
設
置
状

況
を
確
認
し
た
。
電
気
柵

や
金
網
柵
設
置
に
は
補
助

制
度
が
あ
り
、
個
人
（
１

人
）
で
は
該
当
に
な
ら
な

い
が
、
複
数
の
方
が
共
同

で
設
置
す
る
場
合
は
該
当

す
る
。
ま
た
、
場
所
が
点

在
す
る
場
合
は
、
行
政
区

と
し
て
申
請
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
だ
。
委
員
か
ら

は
、
駆
除
隊
員
を
増
や
す

た
め
に
も
免
許
取
得
に
補

助
金
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

塙町議会だより第 136号　2021　塙町議会だより第 136号

本格始動！西郷村などへ視察

７７

ここ

４組の親子が参加し七夕の短冊づくりやトンネル
遊びをおこなったのびのび教室

松松

白く点在するのがビニールで覆われた松の木



議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

　

モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
さ
れ
て
か

ら
議
会
だ
よ
り
を
興
味
深
く
拝

見
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
何

故
か
と
言
う
と
、
今
ま
で
議
会

だ
よ
り
に
対
し
て
あ
ま
り
関
心

が
無
か
っ
た
と
言
え
ば
〝
そ
う

で
す
ね
〞
と
答
え
る
と
思
い
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
を
見
ま
す
と

町
議
会
の
定
例
会
に
お
け
る
質

疑
応
答
の
様
子
や
町
予
算
及
び

色
々
な
事
柄
な
ど
、
町
の
現
況

を
垣
間
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
私
と
同
じ

様
に
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

も
、
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ

た
時
に
〝
読
ん
で
み
た
い
〞
と

思
う
気
持
ち
に
な
る
の
に
は
ど

の
様
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
て
、
意
見
・
提
案
を
行
い
な

が
ら
、
議
会
だ
よ
り
の
充
実
と

読
み
や
す
い
誌
面
作
り
に
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴木孝儀さん
（高城地区）

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
議
員
さ

ん
達
に
お
願
い
し
た
い
事
が
あ
り

ま
す
。
町
議
選
の
時
に
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
、
子
育
て
、
少
子
化
対

策
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
一
時
預

か
り
保
育
、
遊
具
の
あ
る
公
園
、

屋
根
の
つ
い
た
広
場
、
紙
お
む
つ

の
補
助
金
等
、
お
母
さ
ん
達
の
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
声

を
大
切
に
受
け
止
め
、
議
員
さ
ん

方
も
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
の

声
を
実
際
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
実
行
に
移
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

遠藤勢子さん
（笹原地区）

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

　会長さんのコメントがあることによって、金額だけ見ると高額であるが和
らいだ特集となっていると思う。
歴史と共に山林が守られてきたことが分かる。

対応　難しい内容も関連した歴史や解説を多くし、わかりやすく掲載してい
　　　きたい。

◎笹原財産区特集についてP2～3

　国保税の決め方に関して、「個人の所得などによって額が決まる」とあるが、
より具体的な説明が欲しい。

対応　深く理解できる内容にするためにも、必要な説明を多く掲載するよう
　　　努力したい。

◎国民健康保険特集についてP4～5

　堅苦しい内容ばかりのページに、町民の声や知り合いが載っていることで
親しみが湧いてくる。

対応　町民参加型の議会広報を目指して、今後も続けていきたい。

◎傍聴者インタビューについてP11

　追跡レポートの内容が２つになった事は、モニター会議の改善点が実施さ
れた事であり、今後も続けて欲しい。
　一口メモは、もう少し大きく載せたほうがいい。

◎その他

今
回
は
、議
会
だ
よ
り
１
３
５
号（
28
年
７
月
15
日
発
行
）に

つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

声声声

子
育
て
中
の

子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
の
声
を
大
切
に

お
母
さ
ん
の
声
を
大
切
に

読
ん
で
み
た
い
と

読
ん
で
み
た
い
と

思
わ
せ
る
議
会
だ
よ
り

思
わ
せ
る
議
会
だ
よ
り
を

議会の動き議会の動き

　8 月 5 日（金）塙町議会議員研修会がおこなわ

れ、「議会における行政評価の活用方法」と題し

全議員を対象に研修を実施しました。一般財団法

人 行政経営支援協会 坂口正治氏を講師に招き、

行政評価の具体的なやり方を、健康推進事業を取

り上げ、議員が 3グループに分かれ演習形式で

行いました。

　9 月 4日（日）第 40 回福島県消防操法大会が福

島県消防学校でおこなわれ、塙町消防団がポンプ

車操法の部に出場しました。議長はじめ議員も応

援に駆け付け、競技順１番という緊張感のなか、

見事な操法を披露し、準優勝に輝きました。5カ

月以上にわたる練習を積んだ選手の皆さん、大変

お疲れ様でした。

議会による行政評価を研修
―執行部へのチェック機能の強化を目指す―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年７月１日～９月３０日

年月日 会 議 名 称
七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

28.7.6 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.7.6 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.7.8 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.7.8 7 月臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.7.8 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.7.8 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.7.15 総務常任委員会 ( 調査） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.7.20 総務常任委員会 ( 調査） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.7.20 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○
28.7.21 総務常任委員会 ( 調査） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.7.28 総務常任委員会 ( 調査） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.8.2 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.8.2 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.8.2 8 月臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.8.2 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.8.2 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○
28.8.31 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.9.2 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.2 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.9.8-9 9 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.9 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―
28.9.9 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○
28.9.12 9 月定例会 ○ ○ ○ 私用遅参 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.12 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.9.13 9 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.14 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.14 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.9.15 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.9.15 9 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.9.15 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.9.28 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

○出席　－該当外

議員が激励、見事準優勝に輝く
―塙町第 1分団が県大会出場―

議会の動き議会の動き議会の動き

議会活動出欠状況

意見を出しあってグループ演習

選手にエールを送る大縄武夫議長

子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
の
声
を
大
切
に

読
ん
で
み
た
い
と

思
わ
せ
る
議
会
だ
よ
り
を
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．30
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：もみじを育てる会
活動場所：塙大津港線沿い
代表者：神永哲彦さん　TEL　４３－２８７０

　

平
成
4
年
塙
大
津
港
線
の
道
路
改

良
に
よ
り
多
く
の
も
み
じ
の
木
が
倒
さ

れ
紅
葉
の
名
所
が
無
く
な
り
、
初
代
会

長
の
金
澤
慎
一
朗
さ
ん
が
大
蕨
、大
畑
、

那
倉
地
区
の
有
志
に
呼
び
か
け
て
「
も

み
じ
を
育
て
る
会
」
会
員
46
名
が
誕
生

し
ま
し
た
。
以
来
苗
木
の
植
栽
、
つ
る

切
り
、
下
草
刈
り
、
雑
木
の
伐
採
な
ど

の
作
業
を
年
３
回
行
い
紅
葉
の
名
所
が

復
活
し
ま
し
た
。
今
で
は
観
光
に
訪
れ

る
人
も
「
い
ろ
い
ろ
な
紅
葉
の
名
所

を
見
て
き
た
が
こ
こ
の
も
み
じ
が
一
番

だ
」
と
、
太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
町
の
善
行
功

労
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
現
会
長
の
神

永
さ
ん
は
「
雨
の
日
や
暑
い
日
、
危
険

な
作
業
な
ど
大
変
だ
が
き
れ
い
な
紅
葉

を
見
る
た
び
に
こ
の
街
道
を
守
っ
て
ゆ

こ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
今
後
町

か
ら
の
支
援
が
あ
れ
ば
河
川
内
の
倒
木

撤
去
や
清
掃
を
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
町
長
に
と
っ
て
最
初
の
議
会
で
あ
り
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
活
発

な
論
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
、
若
者
定
住
等
、
塙
町
に
も
様
々
な
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
議
会
は
二
元
代
表
制
の
一
方
の
機
関
と
し

て
、
町
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
と
の
立
場
及
び

権
能
の
違
い
を
踏
ま
え
、
常
に
緊
張
の
あ
る
関

係
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
塙
町

議
会
基
本
条
例
に
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議

員
の
姿
が
見
え
な
い
と
の
話
を
聞
き
ま
す
が
、

町
民
の
多
様
な
意
見
を
集
約
し
て
代
弁
す
る
の

は
議
員
と
し
て
の
重
要
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
方
針
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

鈴
木　

安
次

※議会会議録
は、図書館・
議会事務局、
またはホーム
ページでもご
覧になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

12
月
15
日
か
ら
開
会

さ
れ
る
予
定
で
す
。
氏

名
の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

編 集 後 記

那倉川の美しい紅葉

作業を終えてひとやすみ

「
紅
葉
街
道
復
活
を
目
指
し
て
」


